
(57)【要約】

【課題】不要なサラウンド信号が第１のゾーンで再生さ

れることを防止し、メインスピーカのみが設置された第

２のゾーンで十分なマルチチャンネル音響再生効果を得

る。

【解決手段】制御部８は、Ａ系統のメインスピーカとサ

ラウンドスピーカが設置された第１ゾーンでＢ系統のメ

インスピーカを使用する第１のモードと、Ｂ系統のメイ

ンスピーカを第２のゾーンで単独使用する第２のモード

のうちいずれか一方の選択が可能なモード設定手段とな

る。ＤＳＰ３ａは、Ａ系統のスピーカ出力端子への出力

がオフで、Ｂ系統のスピーカ出力端子への出力がオン、

かつ第２のモードが選択された場合、サラウンドスピー

カへのサラウンド信号の供給を停止し、メイン信号Ｌ，

Ｒに対して効果音を付加する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
聴 取 者 の 前 方 か ら 再 生 す べ き メ イ ン 信 号 を メ イ ン ス ピ ー カ に 供 給 し 、 聴 取 者 に 包 囲 感 を 与
え る サ ラ ウ ン ド 信 号 を サ ラ ウ ン ド ス ピ ー カ に 供 給 す る 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
前 記 サ ラ ウ ン ド 信 号 を 出 力 す る デ ジ タ ル シ グ ナ ル プ ロ セ ッ サ （ Ｄ Ｓ Ｐ ） と 、
前 記 メ イ ン 信 号 を 増 幅 す る パ ワ ー ア ン プ と 、
前 記 パ ワ ー ア ン プ か ら 第 １ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 へ の 出 力 と 第 ２ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 へ の 出
力 と を そ れ ぞ れ 独 立 に オ ン ／ オ フ 制 御 す る 切 替 ス イ ッ チ と 、
前 記 第 １ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た ス ピ ー カ と 前 記 第 ２ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 に 接 続
さ れ た ス ピ ー カ と を 第 １ の ゾ ー ン に 配 置 し て 使 用 す る 第 １ の モ ー ド と 、 前 記 第 １ の ス ピ ー
カ 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た ス ピ ー カ を 第 １ の ゾ ー ン に 配 置 し 前 記 第 ２ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 に
接 続 さ れ た ス ピ ー カ を 第 ２ の ゾ ー ン に 配 置 し て 使 用 す る 第 ２ の モ ー ド の ２ つ の モ ー ド の う
ち い ず れ か 一 方 の 選 択 が 可 能 な モ ー ド 設 定 手 段 と を 有 し 、
前 記 Ｄ Ｓ Ｐ は 、 前 記 第 １ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 へ の 出 力 が オ フ で 、 前 記 第 ２ の ス ピ ー カ 出 力
端 子 へ の 出 力 が オ ン 、 か つ 前 記 第 ２ の モ ー ド が 選 択 さ れ た 場 合 、 前 記 サ ラ ウ ン ド 信 号 の 出
力 を 停 止 す る こ と を 特 徴 と す る 音 響 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 音 響 再 生 装 置 に お い て 、
前 記 Ｄ Ｓ Ｐ は 、 前 記 第 １ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 へ の 出 力 が オ フ で 、 前 記 第 ２ の ス ピ ー カ 出 力
端 子 へ の 出 力 が オ ン 、 か つ 前 記 第 ２ の モ ー ド が 選 択 さ れ た 場 合 、 前 記 メ イ ン 信 号 に 対 し て
効 果 音 を 付 加 す る こ と を 特 徴 と す る 音 響 再 生 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 機 能 を 有 す る 音 響 再 生 装 置 に 係 り 、 特 に ２ 系 統 の ス
ピ ー カ 出 力 端 子 へ の 出 力 を 独 立 に オ ン ／ オ フ 制 御 可 能 な 音 響 再 生 装 置 に 関 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 シ ス テ ム と し て 、 ド ル ビ ー （ 登 録 商 標 ） デ ジ タ ル や Ｄ Ｔ
Ｓ （ 登 録 商 標 ） （ Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ 　 Ｔ ｈ ｅ ａ ｔ ｅ ｒ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ｓ 　 ） 、 Ａ Ａ Ｃ （ Ａ ｄ
ｖ ａ ｎ ｃ ｅ ｄ 　 Ａ ｕ ｄ ｉ ｏ 　 Ｃ ｏ ｄ ｉ ｎ ｇ 　 ） な ど の 音 声 圧 縮 技 術 を 使 っ た デ ジ タ ル サ ラ
ウ ン ド シ ス テ ム が 普 及 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 最 近 で は 、 １ 台 の ア ン プ を 用 い て 複 数 の 部 屋 に 音 声 信 号 を 配 信 す る マ ル チ ゾ ー ン 音
響 再 生 シ ス テ ム も 普 及 し 始 め て い る 。 従 来 、 音 響 再 生 装 置 を 用 い て マ ル チ ゾ ー ン 音 響 再 生
機 能 を 実 現 す る 場 合 に は 、 第 １ の ゾ ー ン （ 区 域 ） に メ イ ン ス ピ ー カ の Ａ 系 統 を 配 置 し 、 第
２ の ゾ ー ン に メ イ ン ス ピ ー カ の Ｂ 系 統 を 配 置 し て 、 音 響 再 生 装 置 の メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス
イ ッ チ で Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ へ の 出 力 と Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ へ の 出 力 と を 独 立 に
オ ン ／ オ フ 制 御 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 １ ０ は 従 来 の 音 響 再 生 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 ２ チ ャ ン ネ ル の ア ナ ロ グ 音
声 信 号 Ａ Ｌ Ｉ Ｎ ， Ａ Ｒ Ｉ Ｎ が 入 力 端 子 １ － １ ， １ － ２ に 入 力 さ れ る と 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ２ は
ア ナ ロ グ 音 声 信 号 Ａ Ｌ Ｉ Ｎ ， Ａ Ｒ Ｉ Ｎ を デ ジ タ ル 音 声 信 号 に 変 換 し 、 変 換 後 の デ ジ タ ル 音
声 信 号 は デ ジ タ ル シ グ ナ ル プ ロ セ ッ サ （ 以 下 、 Ｄ Ｓ Ｐ と す る ） ３ に 入 力 さ れ 、 必 要 に 応 じ
て 音 場 処 理 が 施 さ れ る 。 一 方 、 ド ル ビ ー デ ジ タ ル や Ｄ Ｔ Ｓ ま た は Ａ Ａ Ｃ で 圧 縮 符 号 化 さ れ
た デ ジ タ ル 音 声 信 号 Ｄ Ｉ Ｎ が 入 力 端 子 １ － ３ に 入 力 さ れ る と 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３ は 、 内 部 の デ コ ー
ダ （ 不 図 示 ） に よ り 圧 縮 符 号 化 デ ジ タ ル 音 声 信 号 Ｄ Ｉ Ｎ を 伸 張 復 号 化 し て 、 メ イ ン 信 号 Ｌ
（ 左 ） ， Ｒ （ 右 ） 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ （ 後 左 ） ， Ｒ Ｒ （ 後 右 ） 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ （ 中 央 ） 、 サ
ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ （ 低 周 波 ） の 各 ア ナ ロ グ 音 声 信 号 を 生 成 す る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
こ こ で 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３ が オ フ （ 又 は ダ ウ ン ミ ッ ク ス ） （ ２ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 ） に 設 定 さ れ て
い る 場 合 に は 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ が 出 力 さ れ 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３ が オ ン （ マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 響 再
生 ） に 設 定 さ れ て い る 場 合 に は 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号
Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
第 １ の ゾ ー ン で 音 響 再 生 を 行 う 場 合 に は 、 メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ チ ６ － １ ， ６ － ２ を
オ ン に す る 。 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ は 、 そ れ ぞ れ パ ワ ー ア ン プ ４ － １ ， ４ － ２ に よ り 増 幅 さ れ
、 メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ チ ６ － １ ， ６ － ２ を 通 っ て ス ピ ー カ 出 力 端 子 ５ － １ ， ５ － ２
か ら 出 力 さ れ る 。 ま た 、 マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 を 行 う 場 合 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３ か ら 出 力 さ れ た
リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ は 、 そ れ ぞ れ パ ワ ー ア ン プ ４ － ３ ， ４ － ４ ， ４ － ５
に よ り 増 幅 さ れ て 、 ス ピ ー カ 出 力 端 子 ５ － ３ ， ５ － ４ ， ５ － ５ か ら 出 力 さ れ 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３ か
ら 出 力 さ れ た サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ は 、 サ ブ ウ ー ハ 出 力 端 子 ７ か ら 出 力 さ れ る 。 一 方 、 第
２ の ゾ ー ン に 音 声 信 号 を 配 信 す る 場 合 に は 、 メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ チ ６ － ３ ， ６ － ４
を オ ン に す る 。 こ の 場 合 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３ か ら 出 力 さ れ た メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ は 、 そ れ ぞ れ パ ワ ー
ア ン プ ４ － １ ， ４ － ２ に よ り 増 幅 さ れ 、 メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ チ ６ － ３ ， ６ － ４ を 通
っ て ス ピ ー カ 出 力 端 子 ５ － ６ ， ５ － ７ か ら 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 １ １ は 、 マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 が 可 能 な 第 １ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ と ２ チ ャ ン ネ ル 音
響 再 生 が 可 能 な 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ の ス ピ ー カ 配 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 １ １ に お
い て 、 Ｕ は 試 聴 位 置 を 示 す 。 第 １ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ で マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 を 行 う
場 合 、 ス ピ ー カ 出 力 端 子 ５ － １ ， ５ － ２ ， ５ － ３ ， ５ － ４ ， ５ － ５ か ら 出 力 さ れ た メ イ ン
信 号 Ｌ ， Ｒ 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ は 、 そ れ ぞ れ メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ａ
Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ａ Ｒ 、 リ ア ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｒ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｃ に 供
給 さ れ る 。 ま た 、 サ ブ ウ ー ハ 出 力 端 子 ７ か ら 出 力 さ れ た サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ は 、 ア ン プ
を 内 蔵 し た サ ブ ウ ー ハ Ｓ Ｐ － Ｓ Ｗ に 供 給 さ れ る 。 一 方 、 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ に ２ チ ャ
ン ネ ル の 音 声 信 号 を 配 信 す る 場 合 に は 、 ス ピ ー カ 出 力 端 子 ５ － ６ ， ５ － ７ か ら 出 力 さ れ た
メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ が そ れ ぞ れ ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
以 上 の よ う に 従 来 の 音 響 再 生 装 置 で は 、 Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ａ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ａ Ｒ
へ の 出 力 と Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ へ の 出 力 と を 独 立 に オ ン ／ オ
フ 制 御 す る こ と が で き る が 、 Ｂ 系 統 の ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ が 第 １ の ゾ ー ン Ｚ
ｏ ｎ ｅ Ａ に あ る の か 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ に あ る の か は 考 慮 さ れ て い な か っ た 。 そ の た
め 、 Ａ 系 統 の ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ａ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ａ Ｒ が 第 １ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ に 配 置 さ れ 、 Ｂ
系 統 の ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ が 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ に 配 置 さ れ た 状 態 で 、
第 １ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ で Ｄ Ｓ Ｐ ３ が オ ン さ れ マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 が 行 わ れ て い る
と き 、 Ａ 系 統 の ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ａ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ａ Ｒ へ の 出 力 が オ フ に な る と 、 サ ラ ウ ン ド 信
号 の み が 第 １ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ で 再 生 さ れ る と い う 問 題 点 が あ っ た 。 ま た 、 従 来 の 音 響
再 生 装 置 で は 、 Ｂ 系 統 の ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ を 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ に 配
置 し た 場 合 、 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ で サ ラ ウ ン ド 信 号 を 再 生 す る こ と が で き ず 、 第 ２ の
ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ で マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 効 果 を 得 る こ と が で き な い と い う 問 題 点 が
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 ２ 系 統 の ス ピ ー カ 出 力 端 子 へ の 出
力 を 独 立 に オ ン ／ オ フ 制 御 可 能 な 音 響 再 生 装 置 に お い て 、 ２ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ が 異 な
る ゾ ー ン に 配 置 さ れ 、 第 １ の ゾ ー ン の メ イ ン ス ピ ー カ と 接 続 さ れ た 第 １ の ス ピ ー カ 出 力 端
子 へ の 出 力 が オ フ で 、 第 ２ の ゾ ー ン の メ イ ン ス ピ ー カ と 接 続 さ れ た 第 ２ の ス ピ ー カ 出 力 端
子 へ の 出 力 が オ ン の 場 合 に 、 不 要 な サ ラ ウ ン ド 信 号 が 第 １ の ゾ ー ン で 再 生 さ れ る こ と を 防
止 す る こ と を 目 的 と す る 。
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ま た 、 本 発 明 は 、 メ イ ン ス ピ ー カ の み が 設 置 さ れ た 第 ２ の ゾ ー ン で 十 分 な マ ル チ チ ャ ン ネ
ル 音 響 再 生 効 果 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 聴 取 者 の 前 方 か ら 再 生 す べ き メ イ ン 信 号 を メ イ ン ス ピ ー カ に 供 給 し 、 聴 取 者 に
包 囲 感 を 与 え る サ ラ ウ ン ド 信 号 を サ ラ ウ ン ド ス ピ ー カ に 供 給 す る 音 響 再 生 装 置 で あ っ て 、
前 記 サ ラ ウ ン ド 信 号 を 出 力 す る デ ジ タ ル シ グ ナ ル プ ロ セ ッ サ （ Ｄ Ｓ Ｐ ） と 、 前 記 メ イ ン 信
号 を 増 幅 す る パ ワ ー ア ン プ と 、 前 記 パ ワ ー ア ン プ か ら 第 １ （ Ａ 系 統 ） の ス ピ ー カ 出 力 端 子
へ の 出 力 と 第 ２ （ Ｂ 系 統 ） の ス ピ ー カ 出 力 端 子 へ の 出 力 と を そ れ ぞ れ 独 立 に オ ン ／ オ フ 制
御 す る 切 替 ス イ ッ チ と 、 前 記 第 １ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た ス ピ ー カ と 前 記 第 ２ の
ス ピ ー カ 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た ス ピ ー カ と を 第 １ の ゾ ー ン に 配 置 し て 使 用 す る 第 １ の モ ー
ド と 、 前 記 第 １ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た ス ピ ー カ を 第 １ の ゾ ー ン に 配 置 し 前 記 第
２ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た ス ピ ー カ を 第 ２ の ゾ ー ン に 配 置 し て 使 用 す る 第 ２ の モ
ー ド の ２ つ の モ ー ド の う ち い ず れ か 一 方 の 選 択 が 可 能 な モ ー ド 設 定 手 段 と を 有 し 、 前 記 Ｄ
Ｓ Ｐ は 、 前 記 第 １ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 へ の 出 力 が オ フ で 、 前 記 第 ２ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 へ
の 出 力 が オ ン 、 か つ 前 記 第 ２ の モ ー ド が 選 択 さ れ た 場 合 、 前 記 サ ラ ウ ン ド 信 号 の 出 力 を 停
止 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 の 音 響 再 生 装 置 の １ 構 成 例 に お い て 、 前 記 Ｄ Ｓ Ｐ は 、 前 記 第 １ の ス ピ ー カ 出
力 端 子 へ の 出 力 が オ フ で 、 前 記 第 ２ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 へ の 出 力 が オ ン 、 か つ 前 記 第 ２ の
モ ー ド が 選 択 さ れ た 場 合 、 前 記 メ イ ン 信 号 に 対 し て 効 果 音 を 付 加 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
［ 第 １ の 実 施 の 形 態 ］
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 第 １
の 実 施 の 形 態 と な る 音 響 再 生 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 の 音 響 再
生 装 置 は 、 入 力 端 子 １ （ １ － １ ， １ － ２ ， １ － ３ ） 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ２ 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ａ 、 パ ワ
ー ア ン プ ４ （ ４ － １ ， ４ － ２ ， ４ － ３ ， ４ － ４ ， ４ － ５ ） 、 ス ピ ー カ 出 力 端 子 ５ （ ５ － １
， ５ － ２ ， ５ － ３ ， ５ － ４ ， ５ － ５ ， ５ － ６ ， ５ － ７ ） 、 メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ チ ６
（ ６ － １ ， ６ － ２ ， ６ － ３ ， ６ － ４ ） 、 サ ブ ウ ー ハ 出 力 端 子 ７ お よ び 制 御 部 ８ を 有 す る 。
以 下 、 メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ チ ６ － １ ， ６ － ２ を ｓ ｐ Ａ 、 メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ
チ ６ － ３ ， ６ － ４ を ｓ ｐ Ｂ と す る 。 制 御 部 ８ は 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ の 使 用 場 所 を 設
定 す る モ ー ド 設 定 手 段 と な る 。 ま た 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ａ は 、 Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ へ の 出 力 が
オ フ （ ｓ ｐ Ａ が オ フ ） で 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ へ の 出 力 が オ ン （ ｓ ｐ Ｂ が オ ン ） 、 か
つ Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ の 配 置 場 所 と し て 後 述 す る 「 Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ 」 が 選 択 さ れ た 場 合 、
サ ラ ウ ン ド 信 号 の 供 給 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 実 施 の 形 態 は 、 マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 の 代 表 的 な 例 で あ る ５ ． １ チ ャ ン ネ ル 音 響 再
生 を 行 う 装 置 で あ り 、 ２ チ ャ ン ネ ル の ア ナ ロ グ 音 声 信 号 Ａ Ｌ Ｉ Ｎ ， Ａ Ｒ Ｉ Ｎ が 入 力 端 子 １
－ １ ， １ － ２ に 入 力 さ れ る と 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ２ は ア ナ ロ グ 音 声 信 号 Ａ Ｌ Ｉ Ｎ ， Ａ Ｒ Ｉ Ｎ を
デ ジ タ ル 音 声 信 号 に 変 換 し 、 変 換 後 の デ ジ タ ル 音 声 信 号 は Ｄ Ｓ Ｐ ３ ａ に 入 力 さ れ 、 必 要 に
応 じ て 音 場 処 理 が 施 さ れ る が 、 本 発 明 が 対 象 と す る マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 声 入 力 で は な い た
め 、 説 明 を 省 略 す る 。 一 方 、 ド ル ビ ー デ ジ タ ル や Ｄ Ｔ Ｓ ま た は Ａ Ａ Ｃ で 圧 縮 符 号 化 さ れ た
デ ジ タ ル 音 声 信 号 Ｄ Ｉ Ｎ が 入 力 端 子 １ － ３ に 入 力 さ れ る と 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ａ は 、 内 部 の デ コ ー
ダ （ 不 図 示 ） に よ り 圧 縮 符 号 化 デ ジ タ ル 音 声 信 号 Ｄ Ｉ Ｎ を 伸 張 復 号 化 し て 、 メ イ ン 信 号 Ｌ
， Ｒ 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ の 各 ア ナ ロ グ 音 声 信
号 を 生 成 す る 。 こ こ で 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ａ が オ フ （ 又 は ダ ウ ン ミ ッ ク ス ） に 設 定 さ れ て い る 場 合
に は 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ が 出 力 さ れ 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ａ が オ ン （ マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 ） に
設 定 さ れ て い る 場 合 に は 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ 、 サ
ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ が 出 力 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
第 １ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ と 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ の ス ピ ー カ 配 置 は 図 １ １ に 示 し た と お
り で あ る 。 ス ピ ー カ 出 力 端 子 ５ － １ ， ５ － ２ ， ５ － ３ ， ５ － ４ ， ５ － ５ は 、 第 １ の ゾ ー ン
Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ の メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ａ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ａ Ｒ 、 リ ア ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｒ Ｌ ， Ｓ Ｐ －
Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｃ と 接 続 さ れ 、 サ ブ ウ ー ハ 出 力 端 子 ７ は 、 ア ン プ を 内 蔵 し
た サ ブ ウ ー ハ Ｓ Ｐ － Ｓ Ｗ と 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 ス ピ ー カ 出 力 端 子 ５ － ６ ， ５ － ７ は 、
第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ の メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ の 配 置 場 所 に は 、 「 Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ 」 と 「 Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ 」 が 考 え ら れ て
い る 。 ユ ー ザ （ 聴 取 者 ） は 、 図 １ １ の よ う に 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ に Ｂ 系 統 の メ イ ン ス
ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ を 設 置 す る 場 合 、 音 響 再 生 装 置 を 操 作 し て 、 Ｂ 系 統 の メ イ
ン ス ピ ー カ の 使 用 モ ー ド を 「 Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ 」 に す る 。 こ の と き 、 音 響 再 生 装 置 の 制 御 部 ８ は
、 モ ー ド 切 替 信 号 Ｍ Ｓ Ｅ Ｌ を 有 効 に す る 。 ま た 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ
Ｐ － Ｂ Ｒ を 第 １ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ に 設 置 し て 、 Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ａ Ｌ ， Ｓ
Ｐ － Ａ Ｒ と の 聞 き 比 べ 等 を す る 場 合 に は 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ の 使 用 モ ー ド を 「 Ｍ Ａ
Ｉ Ｎ 」 に す る 。 こ の と き 、 制 御 部 ８ は 、 モ ー ド 切 替 信 号 Ｍ Ｓ Ｅ Ｌ を 無 効 に す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
以 下 の 説 明 で は 、 Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ａ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ａ Ｒ が 第 １ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ
ｅ Ａ に 配 置 さ れ 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ が 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ
ｅ Ｂ に 配 置 さ れ 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ａ が オ ン に 設 定 さ れ て い る こ と を 前 提 と し て 説 明 す る 。 こ の 場
合 に は 、 ｓ ｐ Ａ が オ ン 、 ｓ ｐ Ｂ が オ ン の 場 合 と 、 ｓ ｐ Ａ が オ ン 、 ｓ ｐ Ｂ が オ フ の 場 合 と 、
ｓ ｐ Ａ が オ フ 、 ｓ ｐ Ｂ が オ ン の 場 合 と 、 ｓ ｐ Ａ が オ フ 、 ｓ ｐ Ｂ が オ フ の 場 合 の ４ つ の 状 態
が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
［ ｓ ｐ Ａ が オ ン 、 ｓ ｐ Ｂ が オ フ の 場 合 ］
ユ ー ザ は 、 第 １ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ で Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ を 用 い て 音 響 再 生 を 行 う 場
合 、 音 響 再 生 装 置 の メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 ボ タ ン （ 不 図 示 ） の 「 Ａ 」 を 押 す 。 図 ２ は メ イ ン
ス ピ ー カ を 切 り 替 え る 場 合 の 音 響 再 生 装 置 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で あ る 。 制 御 部
８ は 、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 ボ タ ン の 「 Ａ 」 が 押 下 さ れ 、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 ボ タ ン の 「 Ｂ
」 が 押 下 さ れ て い な い 場 合 （ 図 ２ ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て Ｎ Ｏ 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て Ｙ Ｅ
Ｓ ） 、 Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ａ を 有 効 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ 選 択
信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ｂ を 無 効 に す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ａ が 有 効 の 場 合 、 Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ 切 替
ス イ ッ チ ｓ ｐ Ａ は オ ン と な り 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ｂ が 無 効 の 場 合
、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ チ ｓ ｐ Ｂ は オ フ と な る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。 ま た 、 Ｄ
Ｓ Ｐ ３ ａ は 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号
Ｌ Ｆ Ｅ を 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） 。 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ａ か ら 出 力 さ れ た メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ 、 リ ア
信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ は 、 そ れ ぞ れ パ ワ ー ア ン プ ４ － １ ， ４ － ２ ， ４ － ３ ， ４
－ ４ ， ４ － ５ に よ り 増 幅 さ れ 、 ス ピ ー カ 出 力 端 子 ５ － １ ， ５ － ２ ， ５ － ３ ， ５ － ４ ， ５ －
５ か ら 出 力 さ れ る 。 ま た 、 サ ブ ウ ー ハ 出 力 端 子 ７ か ら 出 力 さ れ た サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ は
、 ア ン プ を 内 蔵 し た サ ブ ウ ー ハ Ｓ Ｐ － Ｓ Ｗ に 供 給 さ れ る 。 こ う し て 、 第 １ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ
ｅ Ａ で ５ ． １ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
［ ｓ ｐ Ａ が オ フ 、 ｓ ｐ Ｂ が オ ン の 場 合 ］
一 方 、 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ で 音 響 再 生 を 行 う 場 合 、 ユ ー ザ は 、 音 響 再 生 装 置 の メ イ ン
ス ピ ー カ 選 択 ボ タ ン の 「 Ｂ 」 を 押 し 、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 ボ タ ン の 「 Ａ 」 を 押 下 し な い 。
制 御 部 ８ は 、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 ボ タ ン の 「 Ｂ 」 が 押 下 さ れ 、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 ボ タ ン
の 「 Ａ 」 が 押 下 さ れ て い な い 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て Ｙ Ｅ Ｓ 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て
Ｎ Ｏ ） 、 Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ａ を 無 効 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ 選
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択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ｂ を 有 効 に す る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 。 Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ
Ｅ Ｌ Ａ が 無 効 の 場 合 、 Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ チ ｓ ｐ Ａ は オ フ と な り 、 Ｂ 系 統
の メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ｂ が 有 効 の 場 合 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ
チ ｓ ｐ Ｂ は オ ン と な る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
一 方 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ａ は 、 Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ａ が 無 効 、 Ｂ 系 統 の メ イ
ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ｂ が 有 効 で 、 か つ モ ー ド 切 替 信 号 Ｍ Ｓ Ｅ Ｌ が 有 効 の 場 合 （ ス
テ ッ プ Ｓ ９ に お い て Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ
Ｆ Ｅ の 各 サ ラ ウ ン ド 信 号 の 出 力 を 停 止 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ） 。 さ ら に 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ａ は 、
メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ に 対 し て 効 果 音 の 付 加 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。 効 果 音 が 付 加 さ れ た
メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ は 、 そ れ ぞ れ パ ワ ー ア ン プ ４ － １ ， ４ － ２ に よ り 増 幅 さ れ 、 メ イ ン ス ピ
ー カ 切 替 ス イ ッ チ ｓ ｐ Ｂ を 通 っ て ス ピ ー カ 出 力 端 子 ５ － ６ ， ５ － ７ か ら Ｂ 系 統 の メ イ ン ス
ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ こ で 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ に 対 す る 効 果 音 付 加 処 理 の 概 念 に つ い て 説 明 す る 。 ２ チ ャ ン ネ
ル の メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ で ５ ． １ チ ャ ン ネ ル の マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 響
再 生 を 再 現 す る に は 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ お よ び サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ
を メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ に 振 り 分 け て 供 給 す る こ と が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
セ ン タ ー ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｃ 用 の 音 声 信 号 で あ る セ ン タ ー 信 号 Ｃ は 、 Ｌ ， Ｒ の 中 間 に 定 位 す
れ ば よ い の で 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ に 振 り 分 け れ ば よ く 、 サ ブ ウ ー ハ Ｓ Ｐ － Ｓ Ｗ 用 の サ ブ ウ
ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ も 音 像 の 定 位 が 問 題 と な ら な い こ と か ら 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ に 振 り 分 け れ
ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
一 方 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ を メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ か ら 出 力 し 、 そ の 音
像 を そ れ ぞ れ リ ア ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｒ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｒ Ｒ の 位 置 に 定 位 さ せ よ う と す る と 、 音 声
信 号 の 周 波 数 特 性 や 遅 延 時 間 を 後 方 か ら 聞 こ え て く る 音 の 特 性 に 変 換 す る 必 要 が あ る 。 す
な わ ち 、 ユ ー ザ は 、 左 右 の 耳 に 聞 こ え て く る 音 の 時 間 差 や 周 波 数 成 分 の 違 い に よ っ て そ の
音 の 方 向 や 距 離 な ど を 推 定 す る よ う 経 験 的 に 学 習 し て お り 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ を メ イ ン
ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ か ら 出 力 し 、 か つ 後 方 か ら 音 が 聞 こ え て い る よ う に 音 像
を 定 位 さ せ る 、 所 謂 バ ー チ ャ ル ス ピ ー カ を 実 現 す る 場 合 に は 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ を 実 際
に リ ア ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｒ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｒ Ｒ か ら 出 力 し た と き ユ ー ザ に 伝 達 さ れ る 時 間 差 や 周
波 数 成 分 を 有 す る よ う に 加 工 し て 、 メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ に 供 給 す る 必
要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 下 、 効 果 音 付 加 処 理 の 詳 細 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ は メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ に 対 す る Ｄ Ｓ Ｐ
３ ａ の 効 果 音 付 加 処 理 の １ 例 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 図 ３ は Ｄ Ｓ Ｐ ３ ａ の 処 理 を 図 形 化 し
た も の で あ っ て 、 必 ず し も Ｄ Ｓ Ｐ ３ ａ の 実 際 の 構 成 を 示 す も の で は な い 。 セ ン タ ー 信 号 Ｃ
は 、 加 算 回 路 ３ ０ １ に よ り 分 割 さ れ て 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ に 加 算 さ れ る 。 同 様 に 、 サ ブ ウ
ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ は 、 加 算 回 路 ３ ０ ２ に よ り 分 割 さ れ て 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ に 加 算 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
フ ィ ル タ ３ ０ ３ に は 、 リ ア ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｒ Ｌ か ら ユ ー ザ の 左 耳 ま で の 音 響 特 性 で あ る 頭
部 伝 達 関 数 を ユ ー ザ の 頭 部 形 状 の 標 準 モ デ ル を 用 い て シ ミ ュ レ ー ト し た フ ィ ル タ 係 数 が 予
め 設 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ は 、 リ ア ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｒ Ｌ か ら 出 力 さ れ
て ユ ー ザ の 左 耳 に 到 達 す る と き の 周 波 数 特 性 や 遅 延 時 間 を 有 す る よ う に フ ィ ル タ ３ ０ ３ で
フ ィ ル タ 処 理 さ れ る 。 フ ィ ル タ ３ ０ ４ に は 、 リ ア ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｒ Ｌ か ら ユ ー ザ の 右 耳 ま
で の 音 響 の 特 性 で あ る 頭 部 伝 達 関 数 を 前 記 標 準 モ デ ル を 用 い て シ ミ ュ レ ー ト し た フ ィ ル タ
係 数 が 予 め 設 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ は 、 リ ア ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｒ Ｌ か ら
出 力 さ れ て ユ ー ザ の 右 耳 に 到 達 す る と き の 周 波 数 特 性 や 遅 延 時 間 を 有 す る よ う に フ ィ ル タ
３ ０ ４ で フ ィ ル タ 処 理 さ れ る 。 フ ィ ル タ ３ ０ ５ に は 、 リ ア ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｒ Ｒ か ら ユ ー ザ
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の 右 耳 ま で の 音 響 特 性 で あ る 頭 部 伝 達 関 数 を 前 記 標 準 モ デ ル を 用 い て シ ミ ュ レ ー ト し た フ
ィ ル タ 係 数 が 予 め 設 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｒ は 、 リ ア ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｒ
Ｒ か ら 出 力 さ れ て ユ ー ザ の 右 耳 に 到 達 す る と き の 周 波 数 特 性 や 遅 延 時 間 を 有 す る よ う に フ
ィ ル タ ３ ０ ５ で フ ィ ル タ 処 理 さ れ る 。 そ し て 、 フ ィ ル タ ３ ０ ６ に は 、 リ ア ス ピ ー カ Ｓ Ｐ －
Ｒ Ｒ か ら ユ ー ザ の 左 耳 ま で の 音 響 の 特 性 で あ る 頭 部 伝 達 関 数 を 前 記 標 準 モ デ ル を 用 い て シ
ミ ュ レ ー ト し た フ ィ ル タ 係 数 が 予 め 設 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｒ は 、 リ ア
ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｒ Ｒ か ら 出 力 さ れ て ユ ー ザ の 左 耳 に 到 達 す る と き の 周 波 数 特 性 や 遅 延 時 間
を 有 す る よ う に フ ィ ル タ ３ ０ ６ で フ ィ ル タ 処 理 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
フ ィ ル タ ３ ０ ３ で フ ィ ル タ 処 理 さ れ た リ ア 信 号 Ｒ Ｌ と フ ィ ル タ ３ ０ ６ で フ ィ ル タ 処 理 さ れ
た リ ア 信 号 Ｒ Ｒ は 、 ア ダ ー ３ ０ ７ に よ っ て 加 算 さ れ 、 ク ロ ス ト ー ク キ ャ ン セ ル 回 路 ３ ０ ９
で ク ロ ス ト ー ク 成 分 が 除 去 さ れ た 後 、 ア ダ ー ３ １ ０ に よ っ て メ イ ン 信 号 Ｌ に 加 算 さ れ る 。
ま た 、 フ ィ ル タ ３ ０ ５ で フ ィ ル タ 処 理 さ れ た リ ア 信 号 Ｒ Ｒ と フ ィ ル タ ３ ０ ４ で フ ィ ル タ 処
理 さ れ た リ ア 信 号 Ｒ Ｌ は 、 ア ダ ー ３ ０ ８ に よ っ て 加 算 さ れ 、 ク ロ ス ト ー ク キ ャ ン セ ル 回 路
３ ０ ９ で ク ロ ス ト ー ク 成 分 が 除 去 さ れ た 後 、 ア ダ ー ３ １ １ に よ っ て メ イ ン 信 号 Ｒ に 加 算 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
Ｄ Ｓ Ｐ ３ ａ は 、 以 上 の よ う に 効 果 音 を 付 加 し た メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ を 出 力 す る 。 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ａ
か ら 出 力 さ れ た メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ は 、 そ れ ぞ れ パ ワ ー ア ン プ ４ － １ ， ４ － ２ を 経 由 し て メ
イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ が 第
２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ に 配 置 さ れ 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ の 使 用 モ ー ド が 「 Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ
」 に 設 定 さ れ 、 Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ へ の 出 力 が オ フ で 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ へ の
出 力 が オ ン さ れ た 場 合 に は 、 第 １ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ へ の リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー
信 号 Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ の 各 サ ラ ウ ン ド 信 号 の 供 給 を 停 止 す る よ う に し た の で 、 第
１ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ で 不 要 な サ ラ ウ ン ド 信 号 が 再 生 さ れ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る
。 ま た 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ に 対 し て 効 果 音 を 付 加 す る こ と に よ り 、 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ
Ｂ の ２ チ ャ ン ネ ル の メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ で マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生
の 臨 場 感 を 再 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
［ ｓ ｐ Ａ が オ ン 、 ｓ ｐ Ｂ が オ ン の 場 合 ］
音 響 再 生 装 置 の 制 御 部 ８ は 、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 ボ タ ン の 「 Ａ 」 ， 「 Ｂ 」 が 共 に 押 下 さ れ
た 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て Ｙ Ｅ Ｓ 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 メ イ ン ス ピ ー カ
選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ａ ， Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ｂ を 共 に 有 効 に す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ） 。 メ イ ン ス ピ ー カ
選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ａ ， Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ｂ が 有 効 の 場 合 、 メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ チ ｓ ｐ Ａ ， ｓ
ｐ Ｂ が オ ン と な る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ） 。 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ａ は 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ
， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ を そ の ま ま 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ）
。 こ れ に よ り 、 Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ａ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ａ Ｒ と リ ア ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｒ
Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ Ｓ Ｐ － Ｓ Ｗ と を 使 っ て 第 １ の ゾ
ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ で ５ ． １ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 が 行 わ れ る と 同 時 に 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー
カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ を 使 っ て 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ で ２ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 が 行
わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
［ ｓ ｐ Ａ が オ フ 、 ｓ ｐ Ｂ が オ フ の 場 合 ］
音 響 再 生 装 置 の 制 御 部 ８ は 、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 ボ タ ン の 「 Ａ 」 ， 「 Ｂ 」 が 共 に 押 下 さ れ
な い 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て Ｎ Ｏ 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て Ｎ Ｏ ） 、 メ イ ン ス ピ ー カ 選
択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ａ ， Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ｂ を 共 に 無 効 に す る 。 そ の た め 、 メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ
チ ｓ ｐ Ａ ， ｓ ｐ Ｂ が オ フ に な り 、 音 声 は 出 力 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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以 上 で Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ が 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ に 配 置 さ れ た 場 合 を 説 明 し た 。
な お 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ を Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ －
Ａ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ａ Ｒ と 一 緒 に 第 １ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ に 配 置 し て も よ い こ と は 言 う ま で も な
い 。 こ の 場 合 に は 、 前 述 の よ う に 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ の 使 用 モ ー ド を 「 Ｍ Ａ Ｉ Ｎ 」
に す る 。 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ の 使 用 モ ー ド が 「 Ｍ Ａ Ｉ Ｎ 」 に 設 定 さ れ た 場 合 、 Ｄ Ｓ Ｐ
３ ａ は 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ の 配 置 場 所 に 関 係 な く 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ 、 リ ア 信 号 Ｒ
Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ を そ の ま ま 出 力 す る 。 し た が っ て 、 Ａ
系 統 と Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ を 同 時 に 使 用 す る 場 合 の 動 作 は 、 Ｂ 系 統 の ス ピ ー カ Ｓ Ｐ －
Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ が 第 １ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ に 配 置 さ れ て い る 点 を 除 い て 、 前 述 の ス テ ッ
プ Ｓ １ ３ ～ Ｓ １ ５ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
一 方 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ の 使 用 モ ー ド が 「 Ｍ Ａ Ｉ Ｎ 」 に 設 定 さ れ 、 メ イ ン ス ピ ー カ
選 択 ボ タ ン の 「 Ｂ 」 の み が 押 下 さ れ た 場 合 に は 、 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ９ に お い て 判 定 Ｎ Ｏ と
な り 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ
が そ れ ぞ れ メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ 、 リ ア ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｒ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｒ
Ｒ 、 セ ン タ ー ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ Ｓ Ｐ － Ｓ Ｗ に 供 給 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ）
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
［ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ］
図 ４ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 と な る 音 響 再 生 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図
１ と 同 一 の 構 成 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 ６ ． １ チ ャ ン ネ ル 音 響
再 生 を 行 う 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ｂ は 、 入 力 さ れ た デ ジ タ ル 音 声 信 号 Ｄ Ｉ Ｎ か
ら メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ 、 リ
ア セ ン タ ー 信 号 Ｒ Ｃ （ 後 中 央 ） の 各 ア ナ ロ グ 音 声 信 号 を 生 成 す る 。 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ｂ が オ フ （ 又
は ダ ウ ン ミ ッ ク ス ） に 設 定 さ れ て い る 場 合 に は 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ が 出 力 さ れ 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３
ｂ が オ ン に 設 定 さ れ て い る 場 合 に は 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー
信 号 Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ 、 リ ア セ ン タ ー 信 号 Ｒ Ｃ が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ５ に 、 図 ４ の 音 響 再 生 装 置 を 用 い る 場 合 の 第 １ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ と 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ
ｎ ｅ Ｂ の ス ピ ー カ 配 置 を 示 す 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 １ １ で 説 明 し た 第 １ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ
ｅ Ａ の ス ピ ー カ 配 置 に リ ア セ ン タ ー ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｒ Ｃ を 追 加 し て い る 。 ス ピ ー カ 出 力 端
子 ５ － ８ は 、 リ ア セ ン タ ー ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｒ Ｃ と 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
メ イ ン ス ピ ー カ を 切 り 替 え る 場 合 の 音 響 再 生 装 置 の 動 作 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と ほ ぼ 同 様
で あ る の で 、 図 ２ を 参 照 し て 本 実 施 の 形 態 の 動 作 を 説 明 す る 。 以 下 の 説 明 で は 、 Ａ 系 統 の
メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ａ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ａ Ｒ が 第 １ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ に 配 置 さ れ 、 Ｂ 系 統 の
メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ が 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ に 配 置 さ れ 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３
ｂ が オ ン に 設 定 さ れ て い る こ と を 前 提 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 ボ タ ン の 「 Ａ 」 が 押 下 さ れ 、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 ボ タ ン の 「 Ｂ 」 が 押
下 さ れ て い な い 場 合 （ 図 ２ ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て Ｎ Ｏ 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て Ｙ Ｅ Ｓ ） 、
メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ａ が 有 効 、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ｂ が 無 効 と
な り （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 、 Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ チ ｓ ｐ Ａ が オ ン と な り 、 Ｂ 系
統 の メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ チ ｓ ｐ Ｂ が オ フ と な る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ｂ は 、
メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ 、 リ ア
セ ン タ ー 信 号 Ｒ Ｃ を 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） 。 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ｂ か ら 出 力 さ れ る メ イ ン 信 号 Ｌ
， Ｒ 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ の 処 理 は 、 第 １ の 実
施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ｂ か ら 出 力 さ れ た リ ア セ ン タ ー 信 号 Ｒ Ｃ は 、 パ ワ ー ア ン
プ ４ － ６ に よ り 増 幅 さ れ 、 ス ピ ー カ 出 力 端 子 ５ － ８ か ら 出 力 さ れ る 。 こ う し て 、 第 １ の ゾ
ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ で ６ ． １ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 が 行 わ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
一 方 、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 ボ タ ン の 「 Ｂ 」 が 押 下 さ れ 、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 ボ タ ン の 「 Ａ
」 が 押 下 さ れ て い な い 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て Ｙ Ｅ Ｓ 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て Ｎ Ｏ ）
、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ａ が 無 効 、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ｂ が 有 効
と な り （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 、 Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ チ ｓ ｐ Ａ が オ フ 、 Ｂ 系 統 の
メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ チ ｓ ｐ Ｂ が オ ン と な る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 。 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ｂ は 、 Ａ 系
統 の メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ａ が 無 効 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ
Ｌ Ｂ が 有 効 で 、 か つ モ ー ド 切 替 信 号 Ｍ Ｓ Ｅ Ｌ が 有 効 の 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ９ に お い て Ｙ Ｅ Ｓ
） 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ 、 リ ア セ ン タ ー 信 号 Ｒ
Ｃ の 各 サ ラ ウ ン ド 信 号 の 出 力 を 停 止 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ） 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ に 対 し て 効
果 音 の 付 加 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の と き の 効 果 音 付 加 処 理 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 効 果 音 付 加 処 理 に 加 え て 、 リ ア セ ン タ
ー ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｒ Ｃ か ら ユ ー ザ に 到 達 す る と き の 時 間 差 や 周 波 数 成 分 を 有 す る よ う に リ
ア セ ン タ ー 信 号 Ｒ Ｃ を 加 工 し て 、 メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ に 供 給 す れ ば よ
い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ６ は メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ に 対 す る Ｄ Ｓ Ｐ ３ ｂ の 効 果 音 付 加 処 理 の １ 例 を 示 す 図 で あ り 、 図
３ と 同 一 の 処 理 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て あ る 。 リ ア セ ン タ ー 信 号 Ｒ Ｃ は 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ，
Ｒ Ｒ の 中 間 に 定 位 す れ ば よ い の で 、 フ ィ ル タ 処 理 前 の リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ に 振 り 分 け れ ば
よ い 。 す な わ ち 、 リ ア セ ン タ ー 信 号 Ｒ Ｃ は 、 加 算 回 路 ３ １ ２ に よ っ て 分 割 さ れ て 、 フ ィ ル
タ 処 理 前 の リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ に 加 算 さ れ る 。 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ 、 サ
ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ の 処 理 は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ｂ は 、 以 上 の よ う
に 効 果 音 を 付 加 し た メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ を 出 力 す る 。 こ う し て 、 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ の
２ チ ャ ン ネ ル の メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ で マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 の 臨
場 感 を 再 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
以 上 の 説 明 で は 、 Ａ 系 統 又 は Ｂ 系 統 の い ず れ か 一 方 の メ イ ン ス ピ ー カ を 使 用 す る 場 合 に つ
い て 説 明 し た が 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 Ａ 系 統 と Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ を 同 時 に
使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
［ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ］
図 ７ は 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 と な る 音 響 再 生 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図
４ と 同 一 の 構 成 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 ８ ． １ チ ャ ン ネ ル 音 響
再 生 を 行 う 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ｃ は 、 入 力 さ れ た デ ジ タ ル 音 声 信 号 Ｄ Ｉ Ｎ か
ら メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ 、 リ
ア セ ン タ ー 信 号 Ｒ Ｃ 、 フ ロ ン ト 信 号 Ｆ Ｌ （ 前 左 ） ， Ｆ Ｒ （ 前 右 ） の 各 ア ナ ロ グ 音 声 信 号 を
生 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
Ｄ Ｓ Ｐ ３ ｃ が オ フ （ 又 は ダ ウ ン ミ ッ ク ス ） に 設 定 さ れ て い る 場 合 に は 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ
が 出 力 さ れ 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ｃ が オ ン に 設 定 さ れ て い る 場 合 に は 、 メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ 、 リ ア 信 号
Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ 、 リ ア セ ン タ ー 信 号 Ｒ Ｃ 、 フ ロ ン ト
信 号 Ｆ Ｌ ， Ｆ Ｒ が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 ８ に 、 図 ７ の 音 響 再 生 装 置 を 用 い る 場 合 の 第 １ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ と 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ
ｎ ｅ Ｂ の ス ピ ー カ 配 置 を 示 す 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ５ で 説 明 し た 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 第
１ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ の ス ピ ー カ 配 置 に フ ロ ン ト ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｆ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｆ Ｒ を 追 加
し て い る 。 ス ピ ー カ 出 力 端 子 ５ － ９ ， ５ － １ ０ は 、 そ れ ぞ れ フ ロ ン ト ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｆ Ｌ
， Ｓ Ｐ － Ｆ Ｒ と 接 続 さ れ て い る 。 こ の と き 、 Ａ ， Ｂ ２ つ の 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ は 、 そ れ
ぞ れ 異 な る ゾ ー ン に 配 置 さ れ て い る の で 、 モ ー ド 切 替 信 号 Ｍ Ｓ Ｅ Ｌ は 有 効 と さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
メ イ ン ス ピ ー カ を 切 り 替 え る 場 合 の 音 響 再 生 装 置 の 動 作 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と ほ ぼ 同 様
で あ る の で 、 図 ２ を 参 照 し て 本 実 施 の 形 態 の 動 作 を 説 明 す る 。 以 下 の 説 明 で は 、 Ａ 系 統 の
メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ａ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ａ Ｒ が 第 １ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ａ に 配 置 さ れ 、 Ｂ 系 統 の
メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ が 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ に 配 置 さ れ 、 Ｄ Ｓ Ｐ ３
ｃ が オ ン に 設 定 さ れ て い る こ と を 前 提 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 ボ タ ン の 「 Ａ 」 が 押 下 さ れ 、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 ボ タ ン の 「 Ｂ 」 が 押
下 さ れ て い な い 場 合 （ 図 ２ ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て Ｎ Ｏ 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て Ｙ Ｅ Ｓ ） 、
メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ａ が 有 効 、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ｂ が 無 効 と
な り （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 、 Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ チ ｓ ｐ Ａ が オ ン と な り 、 Ｂ 系
統 の メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ チ ｓ ｐ Ｂ が オ フ と な る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ｃ は 、
メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ 、 リ ア
セ ン タ ー 信 号 Ｒ Ｃ 、 フ ロ ン ト 信 号 Ｆ Ｌ ， Ｆ Ｒ を 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） 。 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ｃ か
ら 出 力 さ れ る メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号
Ｌ Ｆ Ｅ 、 リ ア セ ン タ ー 信 号 Ｒ Ｃ の 処 理 は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ｃ か
ら 出 力 さ れ た フ ロ ン ト 信 号 Ｆ Ｌ ， Ｆ Ｒ は 、 そ れ ぞ れ パ ワ ー ア ン プ ４ － ７ ， ４ － ８ に よ り 増
幅 さ れ 、 ス ピ ー カ 出 力 端 子 ５ － ９ ， ５ － １ ０ か ら 出 力 さ れ る 。 こ う し て 、 第 １ の ゾ ー ン Ｚ
ｏ ｎ ｅ Ａ で ８ ． １ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
一 方 、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 ボ タ ン の 「 Ｂ 」 が 押 下 さ れ 、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 ボ タ ン の 「 Ａ
」 が 押 下 さ れ て い な い 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て Ｙ Ｅ Ｓ 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て Ｎ Ｏ ）
、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ａ が 無 効 、 メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ｂ が 有 効
と な り （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 、 Ａ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ チ ｓ ｐ Ａ が オ フ 、 Ｂ 系 統 の
メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ チ ｓ ｐ Ｂ が オ ン と な る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 。 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ｃ は 、 Ａ 系
統 の メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ Ｌ Ａ が 無 効 、 Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ 選 択 信 号 Ｓ Ｓ Ｅ
Ｌ Ｂ が 有 効 で 、 か つ モ ー ド 切 替 信 号 Ｍ Ｓ Ｅ Ｌ が 有 効 の 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ９ に お い て Ｙ Ｅ Ｓ
） 、 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ 、 リ ア セ ン タ ー 信 号 Ｒ
Ｃ 、 フ ロ ン ト 信 号 Ｆ Ｌ ， Ｆ Ｒ の 各 サ ラ ウ ン ド 信 号 の 出 力 を 停 止 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ） 、 メ
イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ に 対 し て 効 果 音 の 付 加 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
こ の と き の 効 果 音 付 加 処 理 は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 効 果 音 付 加 処 理 に 加 え て 、 フ ロ ン ト 信
号 Ｆ Ｌ ， Ｆ Ｒ を そ れ ぞ れ メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ に 加 算 す れ ば よ い 。 図 ９ は メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ に
対 す る Ｄ Ｓ Ｐ ３ ｃ の 効 果 音 付 加 処 理 の １ 例 を 示 す 図 で あ り 、 図 ６ と 同 一 の 処 理 に は 同 一 の
符 号 を 付 し て あ る 。 リ ア 信 号 Ｒ Ｌ ， Ｒ Ｒ 、 セ ン タ ー 信 号 Ｃ 、 サ ブ ウ ー ハ 信 号 Ｌ Ｆ Ｅ 、 リ ア
セ ン タ ー 信 号 Ｒ Ｃ の 処 理 は 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
フ ロ ン ト 信 号 Ｆ Ｌ は 、 加 算 回 路 ３ １ ４ に よ り メ イ ン 信 号 Ｌ に 加 算 さ れ 、 フ ロ ン ト 信 号 Ｆ Ｒ
は 、 加 算 回 路 ３ １ ５ に よ り メ イ ン 信 号 Ｒ に 加 算 さ れ る 。 Ｄ Ｓ Ｐ ３ ｃ は 、 以 上 の よ う に 効 果
音 を 付 加 し た メ イ ン 信 号 Ｌ ， Ｒ を 出 力 す る 。 こ う し て 、 第 ２ の ゾ ー ン Ｚ ｏ ｎ ｅ Ｂ の ２ チ ャ
ン ネ ル の メ イ ン ス ピ ー カ Ｓ Ｐ － Ｂ Ｌ ， Ｓ Ｐ － Ｂ Ｒ で マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 の 臨 場 感 を
再 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
以 上 の 説 明 で は 、 Ａ 系 統 又 は Ｂ 系 統 の い ず れ か 一 方 の メ イ ン ス ピ ー カ を 使 用 す る 場 合 に つ
い て 説 明 し た が 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 Ａ 系 統 と Ｂ 系 統 の メ イ ン ス ピ ー カ を 同 時 に
使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 音 響 再 生 装 置 に モ ー ド 設 定 手 段 を 設 け る こ と に よ り 、 第 １ の ス ピ ー カ 出
力 端 子 に 接 続 さ れ た ス ピ ー カ と 第 ２ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た ス ピ ー カ と を 第 １ の
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ゾ ー ン に 配 置 し て 使 用 す る 第 １ の モ ー ド と 、 第 １ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た ス ピ ー
カ を 第 １ の ゾ ー ン に 配 置 し 第 ２ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た ス ピ ー カ を 第 ２ の ゾ ー ン
に 配 置 し て 使 用 す る 第 ２ の モ ー ド の ２ つ の モ ー ド の う ち い ず れ か 一 方 の 使 用 方 法 を 設 定 す
る こ と が で き る の で 、 第 ２ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た ス ピ ー カ の 使 用 方 法 に 応 じ た
最 適 な 音 響 再 生 の 実 現 が 可 能 に な る 。 そ し て 、 第 １ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 へ の 出 力 が オ フ で
、 第 ２ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 へ の 出 力 が オ ン 、 か つ 第 ２ の モ ー ド が 選 択 さ れ た 場 合 は 、 Ｄ Ｓ
Ｐ が サ ラ ウ ン ド 信 号 の 出 力 を 停 止 す る よ う に し た の で 、 第 １ の ゾ ー ン で 不 要 な サ ラ ウ ン ド
信 号 が 再 生 さ れ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 第 １ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 へ の 出 力 が オ フ で 、 第 ２ の ス ピ ー カ 出 力 端 子 へ の 出 力 が オ
ン 、 か つ 第 ２ の モ ー ド が 選 択 さ れ た 場 合 は 、 Ｄ Ｓ Ｐ で メ イ ン 信 号 に 対 し て 効 果 音 を 付 加 す
る よ う に し た の で 、 リ ア 信 号 の 音 像 を 聴 取 者 の 後 方 に 定 位 さ せ る 所 謂 バ ー チ ャ ル ス ピ ー カ
を 実 現 す る こ と が で き 、 ２ チ ャ ン ネ ル の メ イ ン ス ピ ー カ で マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 の 臨
場 感 を 再 現 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と な る 音 響 再 生 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お い て メ イ ン ス ピ ー カ を 切 り 替 え る 場 合 の 音 響 再 生
装 置 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る Ｄ Ｓ Ｐ の 効 果 音 付 加 処 理 の １ 例 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 と な る 音 響 再 生 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 第 １ の ゾ ー ン と 第 ２ の ゾ ー ン の ス ピ ー カ 配 置
を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る Ｄ Ｓ Ｐ の 効 果 音 付 加 処 理 の １ 例 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 と な る 音 響 再 生 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 第 １ の ゾ ー ン と 第 ２ の ゾ ー ン の ス ピ ー カ 配 置
を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る Ｄ Ｓ Ｐ の 効 果 音 付 加 処 理 の １ 例 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 音 響 再 生 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 マ ル チ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 を 行 う 第 １ の ゾ ー ン と ２ チ ャ ン ネ ル 音 響 再 生 を 行 う
第 ２ の ゾ ー ン の ス ピ ー カ 配 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 入 力 端 子 、 ２ … Ａ ／ Ｄ 変 換 器 、 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ３ ｃ … Ｄ Ｓ Ｐ 、 ４ … パ ワ ー ア ン プ 、 ５ …
ス ピ ー カ 出 力 端 子 、 ６ … メ イ ン ス ピ ー カ 切 替 ス イ ッ チ 、 ７ … サ ブ ウ ー ハ 出 力 端 子 、 ８ … 制
御 部 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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